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寸法　(mm) 質量
定格

ﾗﾝﾌﾟ電力
ﾗﾝﾌﾟ電流 全光束 色温度 定格寿命

口金
外径

管径 長さ (ｇ) （Ｗ） （Ａ） （ｌｍ） （Ｋ） （ｈ）

L形ﾋﾟﾝ
口金
40形

半導体
工場用

LDL40T・Y/17/21-S 黄色 26.5 (24.3) 1198 325 GX16t-5 17.4 0.35 2,150 - 40,000

種別 タイプ 品番 光色 口金

注) 1. 上記定格はいずれも標準値で、試験用電源を用いて測定した時の値を示します。

2. 外観などの仕様は、予告なく変更することがあります。

●蛍光灯ランプ用照明器具には取り付けることができません。

●GX16t‐5 口金付直管LED ランプ専用器具（及び専用電源）を使用してください。

●LED 素子には光色、明るさにバラツキがあるため、同じ品番の商品でも光色、明るさが異なることがあります。

●ランプを振ると内蔵のLEDが動いたり、音がしますが異常ではありません。

●ランプの中にＬＥＤを取付けた構造のため、従来の蛍光ランプに比べて重くなっています。

●点滅を繰り返すなど正常に点灯しない場合は、直ちに電源を切ってランプを交換してください。

●殺虫剤を直接ランプへ噴射しないでください。

●分解や改造はしないでください。

●水洗いは絶対しないでください。
●高温・高湿の場所や、屋外などの直射日光が当たる場所、紫外線の多い場所では使用しないでください。

●ランプの周囲温度は、-10℃～40℃の範囲、湿度は70℃を超える条件では使用しないでください。
●定格寿命は連続点灯条件でランプが点灯しなくなるまでの合計点灯時間の平均値を示します。
●ランプ定格寿命を越えて使用すると、本来の波長カット機能の低下が起こる場合がありますので、定期的な交換をおすすめします。

●ランプは、分解しないでください。（感電・ケガ・漏電の原因）

●取り付け、取り外しや器具清掃のときは、必ず電源を切ってください。（感電の原因）

●点灯中や点灯直後は、熱いので手や肌などを触れないでください。（ヤケドの原因）

●ランプが破損したままでは、絶対に使用しないでください。（ケガ、感電の原因）

●ランプをソケットに挿入し、90 度回転させて器具に確実に取り付けてください。（落下・破損・ケガ・不点灯・過熱・発煙の原因）

●落としたり、ぶつけたり、無理な力を加えたり、傷をつけたりしないでください。特に器具の清掃のときは、

ご注意ください。（破損・落下・ケガの原因）

●振動や衝撃のあるところでは使用はしないでください。（破損・落下・ケガ・不点灯・過熱の原因）

●雨や水滴のかかる状態や、湿度の高いところで使用しないでください。（破損・短寿命・落下・絶縁不良・ケガの原因）
●器具の引きひもを強くはじいたり、ランプに絡ませないでください。（破損・ケガの原因）
●引火する危険性の雰囲気（ガソリン、可燃性スプレー、シンナー、ラッカー、粉じんなど）で使用しないでください。 （火災・爆発の原因）

●紙や布などでおおったり、燃えやすいものに近づけないでください。（火災・器具過熱の原因）
●酸、硫黄などの腐食性雰囲気のところ(温泉地など)では、一般器具によるランプの使用はしないでください。 （口金腐食・漏電・落下の原因）
●塗料などを塗らないでください。（過熱・破損・ケガの原因）

●粉じんの多いところでは、一般器具によるランプの使用はしないでください。（器具過熱・短寿命の原因）
●使用済みのランプは割らずに廃棄してください。（ケガの原因）
●ランプ定格寿命を越えて使用すると、脱落等思わぬ不具合が発生する場合がありますので、早めの交換をおすすめします。

《安全に関する注意事

《使用上の注意事項》
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【照明器具を長期間使用される際のご注意】
●照明器具には寿命があります。

設置して10年※経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。点検・交換してください。
(※使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯の場合)

詳細は器具の取扱説明書、安全チェックシートをご参照ください。


